
第6回ミツバチシンポジウム
ミツバチ研究の目指す豊かな未来

福岡大学中央図書館1階多目的ホール
福岡市城南区七隈8-19-1,
2017年2月21日（火）, 13:00～17:40

ミツバチの研究を通して、
人間と自然環境の関係を考えてみませんか？

どなたでも参加無料。意見交換会参加希望は2月14日までにご連絡を！

特別講演（13:00~14:05）
「長期野外実験でのネオニコチノイド系農薬および有機リン系農薬の蜂群に及ぼす影響」

山田敏郎（金沢大学名誉教授）

プログラム：
14：05~14:20： 藍浩之、高橋伸弥、橋本浩二、前田佐嘉志、鶴田直之（福岡大学）

「RFIDと高解像度ビデオ記録を用いたミツバチ行動自動追跡システムの開発」
14：20~14:50： 小林裕貴、田中聡至、牛島実佑、楠目晃大、目崇志、藍浩之

（福岡大学理学部地球圏科学）
「尻振りダンス発現までのダンスコミュニケーションの解析」

14：50~15:05： 高橋伸弥（福岡大学工学部電子情報）
「ミツバチ行動自動追跡システムにおける画像処理技術の適用」

15：05~15:15： 休憩
15：15~15:45： 野口凌,礒川悌次郎,池野英利,峯本俊文,松井伸之（兵庫県立大学電子情報）

「セイヨウミツバチの自動計数システム」
15：45~16：15： 吉田澪、大橋瑞江、木村敏文、岡田龍一、池野英利（兵庫県立大学環境人間）

「ミツバチコロニーのエネルギー収支の季節変化-成長期と退行期の比較」
16：15~16:30： 甘中健一、池野英利、岡田龍一、木村敏文、大橋瑞江（兵庫県立大学環境人間）

「ミツバチコロニーの成長と退行特性に関する数理モデル解析」
16：30~17：10： 佐々木謙（玉川大学農学部生物資源）

「ミツバチ雄の飛翔行動と脳内アミン」
17：10~17:25： 鶴田直之（福岡大学工学部電子情報）

「生物学と情報科学との融合の意義と今後への期待」
17：25~17:40： 総合討論

18：00∼： 意見交換会（フォレストにて飲み物と簡単な食事を準備します・中央図書館と同じ建物1階）、
参加費は、学外参加者2000円、大学教職員2500円、学生1500円

主催：福岡大学研究推進部・総合科学研究チーム「ミツバチ追跡解析システム開発」
連絡先：藍浩之 （電子メール ai@fukuoka-u.ac.jp、または電話 092-871-6631, 内線6275）

能古島の菜の花畑 https://retrip.jp/



福岡大学までのアクセスは、下記ウエブをご覧ください。
http://www.fukuoka-u.ac.jp/help/map/

山田敏郎先生のご紹介

経歴： 1973年 金沢大学大学院工学研究科修士課程修了。1973年より 東洋紡績㈱犬山工場勤務。
1974年より 同社総合研究所研究員。1983年より 同社総合研究所主任研究員。1988年より 同社
総合研究所主席研究員。1995年より 金沢大学工学部教授（大学の改組により職名数回変更）。2012
年より 金沢大学大学院自然科学研究科物質科学専攻長。2014年より 金沢大学名誉教授。専門は
化学工学、養蜂。プラスチック成形加工学会論文賞受賞（1993年、2012年）。東洋紡績㈱社長賞受賞
（2004年）。先端技術高分子国際シンポジウムPAT2005優秀発表賞受賞（2005年）。金沢大学大学院
自然科学研究科優秀貢献賞受賞（2008年）。プラスチック成形加工学会功労賞受賞（2008年）。日本
在来種みつばちの会感謝状授与（2011年）ほか。学術博士（1989年）。プラスチック成形加工学会に所
属。国際自然保護連合タスクフォースメンバー
特別講演要旨： 2007年に欧米の養蜂家は、飼育している蜂群の25%にも上る大規模な崩壊を報告し

た。その後、ヨーロッパや北米の飼育下の蜂群や野生の蜂にも大規模な崩壊が生じていることが確認
され、世界的な懸案事項となっている。そこで、農業生産に甚大な影響を与えうる蜂群の大規模崩壊
の原因を特定するため、盛んに研究が行われており、原因の候補として、農薬、ダニ、ウィルス、殺ダ
ニ剤、およびこれらの複合要因等が提案されている。その中でも、これまでの研究結果から、長期残
効性、高殺虫性、高浸透性、神経毒性という特徴を持つネオニコチノイド系農薬（以下、ネオニコ）が蜂
群崩壊の主要な要因として強く疑われている。そのため、欧州ではすでにネオニコの使用を禁止して
おり、また北米等では禁止する方向に向かっている。一方、日本においてネオニコが蜂群の大規模崩
壊の主要因と見なされていない。その理由は、崩壊後の蜂群の多くからダニを発見するためである。
しかしながら、農薬投与した蜂群が弱体化あるいは崩壊した後にダニが現れることもあり（Yamada et 
al,. 2012）、この発見の事実だけでは、崩壊に対するダニやネオニコの役割が明確ではない。

そこで、我々はこの新規のネオニコの蜂群への影響を明らかにするために、日本（石川県羽咋郡志
賀町）での4回の長期野外実験と、蜂群に深刻な影響を及ぼすダニやウィルスが確認されていないマ

ウイ島においても長期野外実験を、下記のように行った。この実験において、蜂群への農薬投与によ
る蜂勢の変化を詳細に観察するとともに、正確に測定された成蜂数と封蓋蜂児数から蜂群の見かけ
の寿命を算出する式を新たに導出し、評価した。その結果、ネオニコはカメムシ殺虫能力が同程度の
有機リン系農薬よりも蜂群を極めて高い確率で崩壊させることが判った。この理由の一つとして、農薬
の残効性の違いに因ると推定した。また、ネオニコの摂取媒体が砂糖水の場合と花粉の場合とでは、
冬季の蜂群の見かけの寿命の変化に違いがあることが示唆された。本講演では、これらの長期野外
実験の解析結果を紹介するとともに、見かけの寿命からも考察を行う。
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